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しまなみ農業だより

ヤ
ー
コ
ン
の
栽
培

○
ヤ
ー
コ
ン
と
は

ヤ
ー
コ
ン
は
、
中
南
米
の
ア
ン

デ
ス
高
地
原
産
の
キ
ク
科
の
植
物

で
、
草
丈
は
１
～
２
・
５
㍍
に
も

達
し
、
主
に
地
下
に
で
き
る
イ
モ

（
塊
根
）
や
塊
茎
を
食
用
に
利
用

し
ま
す
。
イ
モ
の
食
感
は
ナ
シ
の

よ
う
で
、
様
々
な
野
菜
の
中
で
も

フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
の
含
有
量
が

最
も
多
く
、
食

物
繊
維
や
ミ
ネ

ラ
ル
も
豊
富
に

含
む
こ
と
か

ら
、
味
と
機
能

を
兼
ね
備
え
た

健
康
根
菜
と
し

て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
で
は
イ

モ
や
苗
も
市
販

さ
れ
て
お
り
、

テ
レ
ビ
等
で
も

取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、
身
近

な
野
菜
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま

す
。

○
品　

種

サ
ラ
ダ
オ
ト
メ

…
初
め
て
日
本

で
登
録
さ
れ
た

品
種
。
皮
を
む

い
た
と
き
の
外

観
が
優
れ
て
い

る
。

ア
ン
デ
ス
の
雪

…
イ
モ
の
肉
色

が
白
く
、長
期
貯
蔵
適
性
が
高
い
。

サ
ラ
ダ
オ
カ
メ
…
イ
モ
の
肉
色
は

オ
レ
ン
ジ
色
で
、
表
面
に
凹
凸
が

多
く
見
た
目
は
よ
く
な
い
が
食
味

は
優
れ
る
。
他
品
種
よ
り
フ
ラ
ク

ト
オ
リ
ゴ
糖
含
有
量
が
高
く
、
甘

み
が
強
い
。

○
栽　

培

（
１
）
特
性
等

土
の
中
に
サ
ツ
マ
イ
モ
と
よ
く

似
た
イ
モ
を
つ
け
ま
す
。
１
㌃
当

た
り
約
15
株
分
の
種
株
が
必
要
で

す
。
病
害
虫
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し

ま
せ
ん
。

（
２
）
土
づ
く
り
、
種
株
の
準
備

土
質
は
畑
土
が
向
い
て
い
ま

す
。
粘
土
質
土
壌
の
場
合
、
有
機

質
を
多
く
施
し
排
水
性
を
よ
く
し

て
や
り
ま
す
。
肥
料
は
、
堆
肥
な

ど
緩
効
性
の
有
機
質
肥
料
が
向
き

ま
す
が
、
化
学
肥
料
を
使
用
す
る

場
合
は
元
肥
と
し
て
１
㌃
あ
た
り

窒
素
１
㌔
、
リ
ン
酸
２
㌔
、
カ
リ

２
㌔
を
基
本
と
し
て
施
用
し
ま

す
。
追
肥
は
不
要
で
す
。
肥
料
が

多
す
ぎ
る
と
、地
上
部
が
徒
長
し
、

収
量
が
低
下
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
堆
肥
を
用
い
て
土
壌
中
の
肥
料

分
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
す
。
土
壌
ｐ
Ｈ
は
中
性
付
近

に
な
る
よ
う
苦
土
石
灰
を
施
し
ま

す
。

②
植
え
付
け
種
株
の
芽
を
い
た
め

な
い
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
株
分

け
し
ま
す
。

（
３
）
定　

植

霜
が
降
り
な
く
な
っ
た
ら
定
植

時
期
で
す
。
畝
幅
１
０
０
㌢
、
株

間
50
㌢
く
ら
い
で
植
え
付
け
ま

す
。
畝
の
高
さ
は
30
㌢
で
、
水
は

け
の
悪
い
畑
で
は
40
㌢
程
の
高
畝

に
し
ま
す
。

苗
を
植
え
る
場
合
は
、
ポ
ッ
ト

が
入
る
く
ら
い
の
穴
を
あ
け
て
、

苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
、
茎

が
折
れ
な
い
よ
う
に
植
え
ま
す
。

繁
殖
芽
（
種
株
を
切
り
分
け
た
も

の
）を
直
接
植
え
付
け
る
場
合
は
、

芽
の
大
き
さ
の
３
倍
の
深
さ
に
植

え
ま
す
。

（
４
）
初
期
管
理

ヤ
ー
コ
ン
は
栽
培
し
や
す
い
植

物
で
す
が
、
定
植
時
期
か
ら
夏
ま

で
の
管
理
が
最
も
重
要
と
な
り
ま

す
。
５
月
は
地
上
部
・
根
と
も
に

生
長
が
緩
や
か
で
、
こ
の
時
期
に

乾
燥
し
す
ぎ
る
と
茎
葉
の
生
育
や

イ
モ
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
収
量

が
大
き
く
減
少
し
ま
す
。
こ
の
時

期
は
葉
が
旺
盛
に
繁
茂
す
る
よ

う
、
状
態
を
見
な
が
ら
十
分
な
水

や
り
と
除
草
作
業
を
し
ま
す
。
ま

た
、
ヤ
ー
コ
ン
は
梅
雨
時
期
が
最

も
生
長
し
ま
す
。
最
近
は
異
常
気

象
で
梅
雨
時
期
で
も
雨
が
降
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
梅
雨
時
期

で
も
水
や
り
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

（
５
）
収
穫
等

気
温
が
下
が
り
、
地
上
部
が
枯

れ
始
め
た
こ
ろ
が
収
穫
適
期
で

す
。
初
め
に
茎
を
刈
り
、
畝
の
両

側
の
土
を
崩
し
て
か
ら
掘
る
と
収

穫
が
楽
に
で
き
ま
す
。
イ
モ
の
表

皮
は
傷
つ
き
や
す
い
た
め
、
て
い

ね
い
に
掘
り
取
り
ま
す
。
収
穫
後

30
～
50
日
間
は
追
熟
さ
せ
、
ア
ク

を
取
っ
て
か
ら
食
べ
ま
す
。
収
量

は
１
株
当
た
り
５
～
10
個
ぐ
ら
い

が
目
安
で
す
。
イ
モ
を
取
り
除
い

た
株
は
、
翌
年
の
種
株
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

（
６
）
保　

存

①
種
株
の
保
存

畑
に
30
㌢
く
ら
い
の
穴
を
掘

り
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
水
の
た
ま

ら
な
い
箱
に
わ
ら
を
詰
め
て
埋

め
、
春
ま
で
保
存
し
ま
す
。
家
庭

内
で
保
存
す
る
場
合
は
、
種
株
を

乾
か
し
た
後
、
余
分
な
茎
や
根
を

切
り
取
り
、
乾
燥
し
た
土
を
入
れ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
に
入

れ
て
周
囲
を
土
で
覆
い
、
家
の
中

の
凍
ら
な
い
程
度
の
寒
い
場
所
で

保
存
し
ま
す
。

②
食
用
部
の
保
存

食
用
部
を
保
存
す
る
に
は
、
地

上
部
を
刈
り
取
り
、
畝
全
体
に
ビ

ニ
ー
ル
を
か
け
て
霜
を
防
ぎ
、
そ

の
上
に
土
を
５
～
６
㌢
程
覆
土
し

ま
す
。
２
ヶ
月
を
超
え
る
長
期
保

存
は
、
イ
モ
が
傷
み
や
す
く
、
イ

モ
の
味
が
水
っ
ぽ
く
な
り
臭
み
も

増
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
す
。

（
７
）
食
べ
方

食
感
が
ナ
シ
に
似
て
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
て
お
り
、
生
で
サ
ラ
ダ

に
入
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

炒
め
物
や
揚
げ
物
に
も
利
用
で
き

ま
す
。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

暖　　地
（関東以西） 定植 定植 収穫
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議会のうごき 消防だより

平成28年２月出動件数
摘要 火災 救急

弓　　　　削 0 19
生　　　　名 0 5
岩　　　　城 0 6
魚　　　　島 0 2
合　　　　計 0 32
平成28年累計 0 76

平成28年２月29日現在

平
成
28
年
１
月
24
日（
日
）、
消

防
庁
舎
２
階
弓
削
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
上
島
町
安
心
カ
メ
ラ
運
用

管
理
シ
ス
テ
ム
説
明
会
と
一
般
公

開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
町
内

の
各
港
や
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ

た
安
心
カ
メ
ラ
の
映
像
を
災
害
時

に
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

平
成
28
年
３
月
５
日（
土
）13
時

か
ら
、
弓
削
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル（
上
島
町
消
防
署
２
階
）

に
お
い
て
、
救
急
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

の
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
一
度

に
把
握
で
き
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る

消
防
庁
舎
２
階
に
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
情
報
を

い
ち
早
く
適
切
に
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
状
況
に
即
応
し

た
的
確
な
対
応
を
す
る
こ
と
で
防

災
減
災
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
東
予
地
域
Ｍ
Ｃ

協
議
会
の
検
証
医
師
２
名
を
招
い

て
、
今
年
度
活
動
し
た
救
急
症
例

の
活
動
検
証
を
行
い
、
今
後
の
救

急
活
動
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
る
救
急
救
命
士

特
定
行
為
（
心
停
止
前
静
脈
路
確

保
、
低
血
糖
傷
病
者
へ
の
ブ
ド
ウ

糖
溶
液
投
与
、
ビ
デ
オ
硬
性
喉
頭

鏡
の
使
用
）
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
検
証
医
師

か
ら
の
助
言
を
頂
き
救
急
活
動
の

質
の
向
上
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
本
部
で

は
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
安
心
安

全
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
定
期
的

に
研
修
会
を
実

施
し
救
急
隊
員

の
技
術
向
上
を

図
っ
て
い
ま

す
。

阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

で
は
、
停
電
後
の
電
気
関
係
に
よ

る
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
後
に
発
生
す
る
火
災
の
ほ

と
ん
ど
は
、
地
震
に
よ
り
停
電
に

な
っ
た
後
、
電
気
が
復
旧
し
た
際

に
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
散
乱

し
た
可
燃
物
に
、
通
電
し
た
電
気

ス
ト
ー
ブ
や
白
熱
灯
な
ど
が
接
触

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

家
庭
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
地
震
後
の
電
気

関
係
に
よ
る
出
火
を
防
止
し
、
他

の
住
宅
等
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
、
被
害
を
大
き
く
軽
減
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
地
情
報
即
座
に
把
握 

上
島
町
安
心
カ
メ
ラ

運
用
管
理
シ
ス
テ
ム

平
成
27
年
度

上
島
町
消
防
本
部
救
急
研
修
会

県立中央病院（三島医療センター）
西山　誠一医師

県立今治病院　川上秀生医師

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
で

地
震
後
の
出
火
防
止

火災・救急・救助は

119
（上島町消防署 ☎77-4118）

寝室に火災警報器

火災による逃げ遅
れから命を守るた
め、住宅用火災警報
器を寝室へ設置しま
しょう。ご不明な点
は消防署までご連絡
ください。

分電盤タイプ

簡易タイプ

コンセントタイプ

【感震ブレーカーとは？】
設定値以上の震度の地震発

生時に自動的に電気の供給を
遮断する器具です。

シミュレーションの様子（ブドウ糖溶液投与）


